平成２７年度　第一回鶴岡市文化財保護審議会 会議概要
○日　　　時：平成２７年８月４日（火）午後２時～午後４時

○場　　　所：鶴岡アートフォーラム　大会議室
○次　　　第　　

　　　　　報告事項
（1） 日向家住宅の復元について
（２）文化財関連事業について

①文化財管理保存事業について　

②歴史的建造物保存事業について

③金峰山保存管理計画について
④文化財管理運営事業について　　

○出席委員：渡會俊正、犬塚幹士、植松芳平、島津慈道、酒井英一、本間　豊、
阿部公彦、小野寺良寛、五十嵐俊司、野堀嘉裕、柴田和彦、渡部幸

上野由部、佐藤靖法
○市側出席者

　市教委　　：難波信昭教育長、小細沢充教育部長、佐藤正哉社会教育課長、
岡部信宏文化主幹、松浦主査、眞壁主査、松田係長、田村主任、
浅井主事

○公開・非公開の別　非公開

○非公開の理由　　会議の内容に個人情報が含まれること。また経過を公表することができないものがあるため。
○会議内容

１．開　　会

２．委嘱状交付

３．教育長あいさつ

４．委員・事務局職員紹介

５．会長・副会長の選出

６．報告事項

（１）日向家住宅復元について

◆内容

　　　　・日向家住宅復元について説明（事務局）

　◆質問意見等

　　　[委員]

武家屋敷の雰囲気を残すために囲炉裏を残すというような説明であったが、天井や壁面にもそのような配慮があるのか。
　　[事務局]

展示室の天井は棹縁天井となる。灰入れをするが火を焚かない囲炉裏である。日向家は解体当時、すべて棹縁天井であるということが価値づけとなっていたことから、復元もそのような形で行う。部材も使えるものはそのまま使う。壁については、耐震や安全性の面で合板等の補強材を入れ、その上に漆喰を塗ることで設計されている。
　　[委員]

構造については了解。幕末の武家住宅としての雰囲気が感じるような色合いや風合いで行ってほしい。市の指定であるのであまり変わらないように。
　　　[委員]
県建築課から現行建築基準法に従うように言われているので補強することはやむを得ない。棹縁天井にしたのは、武士住宅だと小屋裏を隠した可能性はあるが、いつの時点でそうしたのかはわからない。

　　[委員]

丸岡城跡と武家住宅が一体として残されていくのは良い。

　　[事務局]

委員から建物の雰囲気と言うご意見があった。玄関に大戸というものが残っている。建具等も使えるものは使ってゆく。やむを得ず新しい建具を新規作成する場合も違和感がないようにしていく。新しい建物が建ったと感じるようなことがないように努力したい。
　[委員]

変わる部分はあると思うが、変わった部分は文章化して残し、説明することが大切。後から図面で分かるようにした方が良い。文章にも残せば日向家が生き返る。

　　[委員]　

年輪年代学と言うものがある。今生きている木の年輪幅を過去に向かって調べていくと昔建てられた建物の年輪幅と連続的につなげていくことができる。鶴岡周辺の原生木自体は150年位のものはあるが、150年前に収穫された木、その前200年位生きていた木のデータがほとんどない。こういう住宅の太い柱の材と言うのは年輪年代学的に言うと極めて重要なもの。或る意味文化財と言える。外見や生活様式とともに、木の持っている過去の年輪情報も文化財として価値が高いと思う。建築基準法上、構造材が変わるとのことだが、入れ変わると言うことは、この建物に実質年輪としての文化財は残らないと言うことになる。リストアップしておくのは大切。この部材は元の材料であるということが残っていれば仮にこの建物調べれば、今から300年くらいの年輪情報がわかると言うことである。最近は年輪気候学としてさらに活用されている。過去の気象復元できると言うことにもなり、非常に重要なことになる。
　　[事務局]

すでにある程度の部材調査をしている。使えないものもあるが、どこに古い部材が残り、どこに新しい部材を使ったのかを残すようする。

　　[委員]

古い能面でも木の年齢を図っていただいて、造られた年代の特定に参考にしたことがある。残されているものの年代がわかり、記録を残していくことが大切。

　　　　　一般の人が見たときに、江戸末期の武家住宅だと言うことがわかるように、囲炉裏には、五徳や鉤があっても良いのでないか。一般の人たちが入ったときに、より歴史を感じるものであった方が良い。

　　[委員]

完成以降に復元を解説する報告書の作成も是非作ってほしい。

　　[委員]
この後どのように管理していくのか。

　　[事務局]

指定管理者制度を使い管理運営を委託する。委託は、城跡史跡公園と一体化した委託と考える。開館日等の詳しい施設の運営については検討中である。

　
（２）平成２７年度文化財関連事業について
◆内容

1 文化財管理保存事業について　
（旧鶴岡警察署庁舎保存修理事業　報告：事務局）　

　　[委員]補足説明。現在は、鋼材の上に枕木が乗っている状態。基礎石の状態を確認した後、約１ｍ礎石を動かし、曳家する予定。瓦の８割は使えない状況なのでかなりの量を新調する。外壁の色について成分分析し、当初水色であったことが分かった。工事は、明治17年の創建当初に戻すと言う方針なので、水色に塗りなおす。
　　　（正善院黄金堂防災設備事業　報告：松田）

　　[委員]補足説明。貯水槽の工事等多少変更があったが、工事は進んでいる。
◆質問意見等　
[委員]

鶴岡は白い色の下見板張りというイメージが強い。当初の水色に戻すと言う計画であるようだが、鶴岡の景観として、白い西田川郡役所、白い大宝館の景観の中で水色にするということはどうなのか。朝暘学校も早い段階で水色から白に塗りかえられていると聞いている。警察署庁舎一つのことでなく、鶴岡市全体の景観についても考慮してほしい。公益文科大学の大学院の建物の外部ルーバーの設計についても、鶴岡の景観に合わせて、白い下見板張りを模して造られている。白い建物の間に、水色の建物が建つことに違和感がある。色については、真剣に検討してほしい。
[委員]

国庫補助事業なので文化庁の調査官と修理工事の検討相談をしている。外壁は、東京文化財研究所にサンプルを送って調査をし、当初の色は水色と確定した。柱だけでなく、すべての外壁が水色のペンキであったのは調査結果の事実である。創建当初に戻すと言う指針に基づくと水色にせざるをえない。今後も工事の検討をするので、皆様の意見を検討していくし、文化庁の担当官や設計監理の文研協にも話をするが、白にすることは難しいと考える。

西田川郡役所が、昭和40年代に重文指定された時は時計塔がなかった。それを創建当初に戻して復元工事し、今に至っているという経過もある。
　　[委員]

鶴岡の全体のイメージをどうもっていくのかは、より壮大な観点で考えることだと思う。建造物を基本としてどの時代にするのか。保存していく価値観、文化財の価値としてもどの時点に価値があるのかということでいくと、創建当初に戻すことに価値があるのでないか。
　　[委員]

歴史的なことを踏まえて、文建協からも事実だけでなく、街並み全体のことを考えて、違和感のない仕上げにできないかと考える。鶴岡市が唯一全国に誇れるのは、疑洋風建築の下見板張りである。下見板張りの景観は大切であると言いたい。
[委員]

様々計画が変わって事業費が増え、所有者の負担も増えているが。

[委員]

国庫補助金は、本来は50％であるが、事業者の財政状況による嵩上げで、70％補助をいただいている状況。現在広く寄附募集をしている。

当初の計画から、解体調査を行っていく中で変更が生じている。調査の結果により、その都度対処していかないと文化財の工事は難しい。

[委員]

文化財として守っていくのは、所有者だけが困るのではなく、考えていきたい。
◆内容
2 歴史的建造物保存事業について　
　（松ヶ岡開墾場保存修理工事　報告：事務局）

　　　　　（旧遠藤家住宅保存修理事業　報告：事務局）

◆質問意見等　
[委員]

自然の資材を使う工事である。特に杉皮については特殊な材料であるので、資材の確保は配慮いただきたい。年ごとの葺替修繕にも特殊な技術なので、配慮をお願いしたい。
（２）金峰山保存活用計画策定

　　　◆内容
　　　　　　金峰山保存活用計画策定について　（報告：事務局）
◆質問意見等　

[委員]

保存と活用の計画を三年間にわたって行うもの。市民にとっては親しみのある山である。愛する会があることも素晴らしいと思っている。

　　　[委員]

指定範囲の説明をお願いしたい。
[事務局]

指定範囲内で白い部分は、指定時の地番では含まれなかった部分。白く細い線は、例えば沢とか国の管理になっているが正式の地番の確定がなされていない土地。今現在のものを提示しているので、今後精査していく。
[委員]

三年間で大変大きな事業費だが、整備等もしていくのか。

[事務局]

事業費は計画策定までのもの。指定地域の測量図化が必要で、費用が大きくなっている。

[委員]

レーザープロファイダーという仕事である。測量するにしては安いと思う。この方法は、樹高や地形の傾斜等がすべて分かる。樹種も分かるかもしれない。研究者的立場から言うと、費用はかかるが、大変素晴らしいデータが取れると思うのでぜひ進めてほしい。
[委員]

見晴らしと言う景観と樹木の保護とは、相反する場合もある。両方成り立つように進めてほしい。青龍寺口だけでなく、それぞれの登り口を大切にしているので、そのように計画を進めてほしい。
（３）文化財施設管理運営事業
　　◆内容　大宝館100周年記念事業について（報告：事務局）
　
（４）その他
　　◆内容　　善宝寺の登録文化財について

　　　　　　　液体散布物損事件について

　　　　　　「備州長船住元重」の所有者変更について（報告：事務局）
　[委員]

補足説明。個人の蔵から昭和61年8月に盗難にあったもの。長い間所在不明になっていいたが、善意の第三者の所蔵となっていたことがわかり、所有者変更について旧所有者の承諾ということで、連絡があったもの。現在、致道博物館で展示公開するために準備を進めている。
　

７．その他　
　　 特になし
８．閉　　会
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